
































２D追記項目

基準となる（構造体・型枠等の平面
図位置、レベル）、配置フロアなど

詳細な形状の内欠き込み、目地形
状、面取りなど

躯体の詳細な形状の内、フカシによる
水勾配、など

詳細な干渉チェック、
納まり検討など

・構造符号
・寸法

構造符号、マテリアル、要素分類
（杭、基礎、柱、梁、スラブ、壁など）
など

コンクリート強度など
コンクリート強度、工区分け、施工日な
ど

積算、施工管理など
・面取、欠き込み、打込み物の
　有無の表示
・各種部分詳細

主構造部材の正確な形状、平面位
置、レベル、継手位置、配置フロア
など

仕口・継手の詳細（ダイヤフラム、ボ
ルト、PL、スカラップ、開先形状、溶
接、クリアランスなど）、耐火被覆な
ど

附帯鉄骨、筋違、方杖、スリーブ可能
範囲、ファスナーなど

詳細な干渉チェック、
納まり検討など

・構造符号
・基準寸法

構造符号、マテリアル、要素分類
（柱、梁、筋違など）など

鋼材種別など 鋼材種別など 積算など ・必要に応じて詳細図

敷地、道路、建物の接地ライン、敷
地境界や擁壁、側溝など主な工作
物とそれぞれの地盤レベル

詳細な地盤レベル
埋設物やマンホール、排水溝など設
備と取り合う部品や詳細な地盤レベル

設備納まり検討
数量積算（土量他）

・寸法、レベル、勾配

要素分類
（敷地、道路、工作物など）

・仕上種別
・目地割等

各ソフトのデフォルト部品で設定でき
る範囲の形状

構成部材やファスナーなどの詳細な
形状、

枠や額縁の外形形状、ファスナーの簡
易化した形状および取付基準寸法な
ど

詳細な干渉チェック、
納まり検討など

・建具符号
・製作基準寸法（W、H、ｈ等）

建具符号、マテリアルなど
詳細なマテリアルや色、性能情報な
ど

厚み、高さ、レベル、配置フロアなど
二次部材鉄骨、受けピース、建具取
合い詳細など

取り付け下地、ファスナー、割付けな
ど

詳細な干渉チェック、
納まり検討など

・壁種
・目地割
・外壁芯、割付寸法

壁符号、マテリアルなど メーカー、品番 積算、施工管理など

ボード+LGSの複合構造、高さ、レベ
ル、配置フロアなど

スタッドの配置、幅木、表面仕上げ
など（LGSとボードの高さは同一でよ
い）

壁の正確な仕様と正確な高さ
巾木、表面仕上げなど

積算
デジタルモックアップ

・構造符号
・寸法

壁符号、マテリアルなど
区画性能がわかる情報
（壁符号、マテリアルなどで区別）

色分け図
積算 ・各種部分詳細

ボードの複合構造、レベル 天井下地、点検口、廻縁など 吊材、天井下地（耐震天井）、点検口
干渉確認
デジタルモックアップ

ボードの種別など
・割付芯
・平面割付
・割付寸法

複合構造、レベルなど
床下地の詳細、割り付け、詳細形
状、表面仕上げなど

テクスチャー、色、パターン、割付け
床見切り材（FB、上り框）など

デジタルモックアップ

仕上材など メーカー、品番など

・床下地の詳細
・割り付け
・詳細形状
・表面仕上げなど

各ソフトのデフォルト部品で設定でき
る範囲の建具種類、枠形状、額縁な
ど（枠形状や扉形状は正確な形状
の必要はない）

ガラス厚、沓摺、戸当たり、ドア
チェックなど 建具金物類、色、テクスチャなど ・デジタルモックアップ

・建具符号
・寸法

建具符号 法的性能、遮音性能、建具種別など 建具表出力 ・必要に応じて詳細図

雑
下地＋タイルの総厚、単層でモデリ
ング

タイル1枚ずつ、割付、下地、面取り
等の詳細加工など タイル目地、シーリングなど 割り付け、納まり調整

仕上面、割付 タイルの仕様など
・割付（割付芯、割付寸法）
・誘発目地（仕様含む）、等

各部屋形状に合わせた空間（部屋
の平面形状を床から天井高さまで
伸ばしたもの）

斜め天井など複雑な形状の詳細な
空間モデルは作成しない

・部屋タグ
・仕上げ表

部屋名、天井高、躯体レベル、仕上
レベルなど

床、巾木、壁、天井の仕上げ情報 仕上表、積算など 仕上表、積算など

※「全体モデル」の一部を詳細に描き込んで「部分詳細」とするが、その部位の表現方法はここでは規定しない。
※ALC等の割付は、「BIM施工図」では立面図が簡単に作成できるので、本来ゼネコンから指定すべきものと考える。スリーブとの調整は予めゼネコンが行うべき業務とする。
※内装壁・天井内の「下地補強」は「下地補強の有無が2D出力時には分かること」を必要条件とし、全体モデルに必須のものとはしない。「干渉チェックが重要な場合はモデルに入力」「施工図として別図作成が必要な場合に適宜BIMデータを活用」等を適宜判断する。
※間仕切り壁がスラブまで伸びるかどうか、天井内は片面貼りかどうか等は壁種を決めることでほぼ自動的に決まり、特記仕様で表現してきた内容である。それを3Dで正確に表現することは手間負けする為、3Dでは色分けで、2Dでは壁符号で表記することを標準とする。
　→これは、正確に3D表記することを否定するものではないが、部分詳細図に類する内容との判断。

＜BIM施工図LOD早見表＞

そ
の
他

空間

・モデル自体は施工図には表示しないが、室名ラベルを
　図面表記に利用することができ、内部仕上情報を
　仕上表に連携させることも可能

・左記内容は「空間」に紐つけられた
　「属性情報」を元に出力する。

ASME調整を目的とした場合の
モデル入力項目（基本）

追加目的がある場合の
追加モデル入力項目（オプション）

寸法・プロパティーチェック、墨出しを目的とし
モデリングせずに2D追記する項目

建具
・詳細納まりに関しては、建具製作図にて確認する
・法的性能、遮音性能、建具種別なども必要に応じて入力、
　図面表記できる

・躯体の抱き、ヌスミ、沓摺等の
　形状は、標準納まり図として２
　Ｄ追記する

石・タイル

・タイルの仕様ごと、面ごとに1枚で配置し、割り付けは
　立面図、展開図にしてから2D追記する
・納まり調整、詳細検討など、必要に応じて部分的にタイル
　1枚ずつモデリングする場合もある

・馬貼り等で煩雑な部位は3D上に
　目地を追記してアクソメ風に
　記載すると良い

内
装

内装

壁

・壁構成を単純に整理できれば複合構造を使いやすい
・複合壁として配置する場合は、墨出しができるように、LGS
　芯を設定する
・壁構成が多岐にわたる場合は、LGSとボードを別に
　モデリングする
・防火区画、遮音など要求性能が属性情報として入れて
　あれば、色分け図が簡単に作成出来る

・平詳、天伏にはLGS・ボードの
　施工図の意味があるので、2D
　追記や「別図参照」といった
　表現で良いので「必要な情報は
　全て盛り込む」ことが必要。
・割付の2D入力は「モデル（3D）に
　行い2D出力するもの」と
　「2Dレイアウトに行うもの」が
　あり得る。天井

・吊りボルト、野縁受け、バーは通常モデリングしない
・干渉確認の場合、天井の厚みはボード、野縁受け、バー
　込みの厚みとするなど、厚さの設定は活用に応じて柔軟に
　変更してよい
・割り付けは2Dで追記する場合が多い（ソフトウェアによって
　天井割り付けツールなども利用可能）

床
・施工上、墨出し等の作業を必要としない情報は入力の
　必要は無い（コンクリート直貼りなど）

・別図が無く、平詳にて施工する
　ことが必要な情報をは漏れなく
　追記する

外
装

カーテンウォール

・通常は各ソフトウエアのデフォルト部品を利用
・躯体や設備、他の外装材等と取り合う基準寸法が分かる
　以上の詳細度は必要ない
・躯体や他外装材との取り合い部の納まりは製作図で表現
　する
・別途部分詳細検討として詳細モデルを活用することは有効
・詳細な形状や特殊な形状をモデリングする場合は、新たに
　部品を作成、登録して利用する場合もある

・矩計図は別図にて作成する
・詳細納まりは製作図で表現する

金属パネル
押出成形セメント板

ＡＬＣパネル

・種類ごと、面ごとに1枚で配置し、割り付けは立面図、展開図に
　してから2D追記する場合が多い
・必要に応じてパネルごとにモデリングしてもよい
・間柱等は鉄骨として入力する

・詳細納まりは製作図で表現する

構造部材

・鉄骨製作図は別途存在し、詳細の確認はそちらで行うことが
　前提
・ハンチ形状、方杖、継手など詳細形状は必要に応じてモデル
　化する
・詳細な干渉チェックを行う場合は、ファブのデータを利用する
　場合も多い

・干渉チェックはモデルで行い、
　寸法確認は鉄骨製作図上で
　行うので、寸法記入は最小限に
　とどめる。

敷
地

敷地・外構

・ほぼ一定の地盤レベルであれば設計図書のGLレベルで
　配置する場合が多い
・地盤、道路等の厚みはあまり重要ではなく、活用方法に
　合わせればよい
・起伏が多い敷地の場合は、土量算出や埋設物の納まり検証
　のために、正確にモデル化するとことが有用

・外構躯体、盛土等の施工図
　として必要な情報を追記する。
・割付の2D入力は「モデル（3D）に
　行い2D出力するもの」と
　「2Dレイアウトに行うもの」が
　あり得る。

備考
※上段はプロパティーから
　自動発生させられるもの
　下段はモデル自体には
　情報をいれず、別途2Dで
　入力するもの

※上段はﾓﾃﾞﾙ、下段は属性情報を示す ※上段はﾓﾃﾞﾙ、下段は属性情報を示す

躯
体

コンクリート 一般部

・構造体の増し打ちのモデリング・表現は以下の３通りがある
　a.構造体と増し打ちをセットにした断面を登録して配置
　b.構造体と増し打ちを別々に配置
　c.最外形の形状でモデリングし、構造体と増し打ちの境界線
　　を２D追記

・躯体図には「RC躯体の製作図」
　の意味があるので、2D追記や
　「別図参照」といった表現で
　良いので「必要な情報は全て
　盛り込む」ことが必要。

鉄骨

部位
必須入力項目 不要項目

備考
（追加する）目的追加項目
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